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を
頼
り
に
、
う
ね
に
種
を
並
べ
、
並

べ
終
え
た
ら
土
を
軽
く
か
ぶ
せ
、
最

後
に
足
で
踏
み
し
め
、
平
ら
に
し
て

完
成
さ
せ
る
、
と
い
う
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
か
な
か
上
手
く
い
か
ず
苦
戦
し

て
い
る
親
子
も
い
れ
ば
、
兄
弟
姉
妹

で
「
も
っ
と
ま
っ
す
ぐ
だ
よ
！
」
等

と
声
を
か
け
な
が
ら
作
業
を
し
て
い

る
家
族
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、

慣
れ
な
い
作
業
環
境
の
な
か
で
、
一

生
懸
命
に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

大
豆
を
、
す
べ
て
ま
き
終
え
た
と
こ

ろ
で
、
体
験
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
わ
ら
納
豆
推
進
協
議
会

で
は
、
収
穫
や
納
豆
づ
く
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
18
日（
土
）、
水
戸
市
ふ
る
さ

と
農
場
に
て
、
水
戸
市
わ
ら
納
豆
推

進
協
議
会
主
催
の
、
納
豆
大
豆
の
種

ま
き
体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
ら
納
豆
は
、
お
土
産
品
と
し
て

購
入
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
、
水
戸
市

そ
し
て
日
本
の
伝
統
食
で
す
。
し
か

し
、
近
年
は
、
わ
ら
納
豆
に
使
用
さ

れ
る
「
わ
ら
つ
と
」
の
生
産
の
担
い

手
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
生
産

量
が
年
々
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
そ
ん
な
わ
ら
納
豆
に
少
し
で

も
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
今
回
の
種
ま
き
体
験
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
水
戸
市
内
に
住
む
小
学

生
以
下
の
子
供
と
そ
の
親
を
対
象
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
当

日
は
、
20
組
63
人
の
親
子
が
参
加
し

ま
し
た
。
簡
単
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
後
、
畑
に
移
動
し
て
体
験
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、
現
在
栽
培
さ
れ
て
い

る
大
豆
と
し
て
は
、
最
初
に
命
名
登

録
さ
れ
た
「
だ
い
ず
農
林
１
号
」
、

パ
ッ
ク
納
豆
で
お
な
じ
み
の
「
納
豆

小
粒
」
、
大
き
な
粒
が
特
徴
の
「
里

の
ほ
ほ
え
み
」
の
３
種
類
の
大
豆
が

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
が
行
わ
れ
た
大
豆
畑
で
は
、

種
を
お
く
間
隔
が
示
さ
れ
た
目
印
棒
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水戸市農業委員会だより （2）令和４年７月
　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が
よ
り

豊
か
な
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
国

民
年
金
に
上
乗
せ
し
た
任
意
加
入
の

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

農
業
に
従
事
す
る
方
は
広
く
加
入

で
き
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

は
、
保
険
料
の
国
庫
助
成
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
給
す
る

年
金
に
つ
い
て
も
、
公
的
年
金
等
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
お
問
合
わ
せ
先
》

　
農
業
委
員
会
事
務
局
農
政
係

　
（
☎
２
２
４
・
１
１
１
１

　
　
内
線
６
４
３
２
）

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

農業者年金の年額支給額の試算

※上のケースは，通常加入で保険料月額２万円で加入し，65歳までの運用利回りが2.5％，65歳以降の予定利率が0.25％と 
　なった場合の試算です。受給総額は，平均余命を考慮した金額となっています。

加入年齢 納付期間 保険料
納付総額

年金額（年額） 想定される受給総額
男　性 女　性 男　性 女　性

20歳 40年 960万円 76万円 64万円 1,624万円 1,717万円
30歳 30年 720万円 50万円 42万円 1,078万円 1,139万円
40歳 20年 480万円 30万円 25万円 638万円 675万円
50歳 10年 240万円 13万円 11万円 284万円 301万円

農地改良には事前協議が必要です
　「湿田の解消に」，「田んぼを畑に」といった目的で自ら盛土を行う場合，農業委員会と事前に協

議を行う必要があります。

▽耕作に適した農地にするために，農地に埋立てをおこなうものです。

▽盛土に使用する土質については，耕作に適した良質土のみとなります。

▽隣接地の用途に支障をきたすことがないよう，埋立てを行う場合においても，高さ制限がありま

す。

▽埋立面積は3,000㎡未満です。

▽期間はおおむね180日以内です。

▽農地の埋立等に使用する建設発生土等の発生元を明確にすることが必要です。

▽事業実施の１か月前までに所定の用紙に必要書類を添えた協議が必要です。

▽工事施工後は，農地として耕作の用に供する計画であることが必要です。

※協議書の様式は，市ホームページに掲載及び農業委員会窓口に備付けております。書類の受付や

相談は随時受付けておりますので，ご不明な点はお問い合わせください。

《お問合せ先》農業委員会事務局調査広報係（☎ 224-1111　内線6422）

農地改良とは

農地改良を行う際の主な要点



水戸市農業委員会だより（3） 令和４年７月

農地を相続したときは…

野焼きに注意しましょう

相続等で農地の権利を取得した場合は，

相続登記完了後に，「農地法第３条の３の届出」を農業委員会へ提出する必要があります。

（※権利を取得した土地が農地でない場合は提出不要です。）

届出の様式は，市ホームページに掲載及び農業委員会窓口に備付けております。

詳しくは農業委員会事務局までお問い合わせください。

《お問合せ先》農業委員会事務局農地係（☎ 224-1111　内線6432）

　家庭ごみ，剪定枝，刈草などの廃棄物を野外で焼却するなど，いわゆる「野焼き」は，一部の例

外を除き，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で禁止されています。これに違反すると，５年

以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金（法人の場合は３億円以下の罰金）又はその両方が科さ

れることがあります。

　罰則対象の例外としては次のとおりです。

● 国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の処理

● 震災，風水害，火災，凍霜害その他の災害の予防，応急対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却

● 風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却

● 農業，林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却

● たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの

　ただし，罰則対象の例外に該当する野焼きであっても，煙や悪臭などにより近隣住民に迷惑を及

ぼしている場合には，焼却を中止していただくことがありますので，気を付けましょう。

《お問合せ先》市廃棄物対策課（☎350-8035）



水戸市農業委員会だより （4）令和４年７月

　

水
田
や
畑
の
作
物
が
段
々
と
青
々

し
さ
を
増
し
て
い
く
様
子
を
見
る
と

き
、
作
物
の
生
命
力
の
強
さ
を
感
じ

ま
す
。
弱
弱
し
か
っ
た
苗
も
、
数
日

間
見
な
い
だ
け
で
一
段
と
成
長
し
、

そ
の
水
面
を
見
る
と
田
植
え
の
時
の

疲
れ
も
忘
れ
て
し
ま
い
、
収
穫
の
時

の
楽
し
み
が
わ
い
て
く
る
と
同
時
に
、

梅
雨
時
期
に
は
病
害
虫
の
予
防
に
も

目
が
離
せ
な
い
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
梅
雨
明
け
が
待
た
れ

る
所
で
す
が
、
二
年
前
か
ら
の
米
価

下
落
に
よ
り
稲
作
農
家
の
売
上
は
減

少
し
て
お
り
、
更
に
、
肥
料
等
の
価

格
高
騰
が
続
き
、
今
後
も
更
に
値
上

が
り
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
機
肥
料
に
切
り
替
え
て
い
く
な

ど
、
な
ん
と
し
て
も
こ
の
大
変
な
時

を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
食
料
自
給
率
の
向
上
や
後

継
者
が
不
安
な
く
農
業
が
で
き
る
よ

う
な
、
農
地
利
用
の
最
適
化
、
農
地

集
積
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
域
農
業
発
展
の
た

め
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
農
業
委
員　

加
倉
井　

幸
夫
）

　

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
萱
場

地
区
の
工
事
が
、
令
和
４
年
の
秋
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

萱
場
地
区
は
、
数
十
年
来
の
耕
作

放
棄
地
に
加
え
、
水
田
の
区
画
が
10

ア
ー
ル
未
満
の
狭
小
な
ほ
場
が
多
く

存
在
し
、
水
源
は
天
水
で
生
産
性
が

低
い
ほ
場
も
多
く
、
不
安
定
生
産
基

盤
を
抱
え
て
い
る
地
域
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
22
年
に
国
営
の
茨

城
中
部
地
区
の
農
地
整
備
事
業
で
の

基
盤
整
備
を
進
め
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
進
ま
ず
、
県
を
主
体

に
し
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
萱
場
地
区
土
地
改
良
事
業

推
進
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
受
益

者
へ
の
説
明
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
な
ど
、
事
業
を
進
め
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

換
地
計
画
を
作
成
し
た
時
に
は
、

受
益
者
か
ら
、
高
齢
や
後
継
者
不
在

の
為
、
農
地
を
手
放
し
た
い
と
い
う

要
望
を
聞
き
、
農
地
中
間
管
理
機
構

を
通
し
た
売
買
や
貸
借
を
活
用
し
、

集
積
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

萱
場
地
区
の
土
地
改
良
事
業
開
始

ま
で
、
12
年
と
長
い
年
月
が
か
か
り

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
で

す
。

（
推
進
委
員　

吉
原　

孝
則
）

委
員
の
ひ
と
こ
と

農
業
委
員
会

活
動
報
告

４
月
〜
６
月

５
日（
火
）　

　

第
21
回
運
営
委
員
会

13
日（
水
）　

　

第
22
回
総
会

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
協
議
会

15
・
20
・
25
日

　

西
部
・
中
部
・
東
部
地
区
連
絡
会

６
日（
金
）　

　

第
22
回
運
営
委
員
会

13
日（
金
）　

　

第
23
回
総
会

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
協
議
会

16
・
20
・
25
日

　

西
部
・
中
部
・
東
部
地
区
連
絡
会

６
日（
月
）　

　

第
23
回
運
営
委
員
会

13
日（
月
）　

　

第
24
回
総
会

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
協
議
会

15
・
20
・
24
日

　

西
部
・
中
部
・
東
部
地
区
連
絡
会

　

農
業
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

農
家
を
支
援
す
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
な
が
ら
、
補
助
労
働
力

を
必
要
と
す
る
農
家
へ
農
業
ヘ
ル
パ
ー

を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
農
家
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
水
戸
市
ふ
る
さ
と
農
場
に

お
い
て
農
作
業
の
実
技
研
修
会
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

労
力
が
不
足
し
が
ち
な
繁
忙
期
な

ど
、
ヘ
ル
パ
ー
を
臨
時
的
に
雇
用
す

る
農
家
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
お
問
合
せ
先
》

　
（
一
財
）
水
戸
市
農
業
公
社
内

　
農
業
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
２
５
１
・
５
５
３
２
）

 

　全国農業新聞は，昭和27年に創刊され，農政の動きや，現場で役立つ栽培技術・流通の情報，魅力的な農
家の取組などを幅広く伝え，担い手の皆様の経営発展に役立つ新聞です。
　ぜひ一度手に取っていただき，農業の情報収集のツールとして購読し
てみませんか。
　
○発行日：毎週金曜日　　○購読料：月額700円（税・送料込）

《お問合せ先》農業委員会事務局調査広報係（☎ 224-1111　内線6422）

４
月

６
月

５
月

農
業
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

全国農業新聞を購読しませんか


